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基本施策 Ⅱ-７　魅力ある居住・交流環境を創出する

個別施策 ①　住環境の整備

個別施策の
方向

　つくばの特性をいかした緑豊かな景観の保全を図り、だれもが安心して生活し、快適に住
み続けることのできる質の高い居住環境の整備を図る。また、つくばエクスプレス沿線地区
においては、都市機能と自然、知的な環境が調和した魅力的なまちづくりを推進する。
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11）住宅環境

平成28年度つくば市行政経営懇談会　評価結果

総合評価 Ｂ 施策の成果が一部確認でき、今後更に推進させるべきである。

提言
　概ね施策全体として事業は振興していると思われるが、効果を確認するための指標を工夫さ
れたい。
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取組概要

・景観緑地のあるまちづくり推進事業については、景観緑地の設置に向け土地所有者と地上権
設定契約を締結し景観緑地を設置する。合わせて緑地の整備・管理を行う管理組織の支援を行
う。
・景観形成事業については、景観協定締結に向けた指導を行い、締結された場合は認可を行
う。また、景観見学会の実施により、市民の景観意識の向上を図る。
・環境美化推進事業については、きれいなまちづくり実行委員会を開催し、環境美化活動への
参加による意識の向上を図る。
・花と緑の美化活動事業については、つくば市の玄関口である　つくば駅周辺のセンター地区
を市民団体と協働で植え作業を行い花で彩る。市民団体が各地域において、年間を通し花の苗
を植え、花壇美化活動を行う。
・つくばエクスプレス沿線まちづくり事業については、TX沿線開発の土地区画整理施行者が行
う都市計画道路の整備分に要する費用の一部を費用負担協定にに基づきつくば市が負担するこ
とで円滑な事業推進を図る。
・空き家等の適正管理及び有効活用事業については、空き家等無料相談会を開催するととも
に、空き家等の有効活用施策として、平成27年度からつくば市空き家バンク制度を開始した。
また、平成30年3月には、空き家等の問題解消に向けた施策を総合的かつ計画的に実施するため
「つくば市空き家等対策計画」を策定した。

成果

・景観緑地のあるまちづくり推進事業については、平成27年度に地上権設定契約に向けた作業
を進め、平成28年度に２地区において計73区画の土地所有者と地上権設定契約を締結し、景観
緑地を設置した。平成29年度には新たな景観緑地設置に向け、組合設立を支援した。
・地域の実情に応じてきめ細やかな基準を設けた協定に一定の効力を与えるとともに、安定性
及び永続性を与えた。また、景観見学会及びつくば市景観条例制定10周年事業を実施したこと
により、市民の景観に関する意識向上につながった。
・市民参加型のきれいきれい大作戦をを開催し、参加者の環境美化意識の向上を図ることがで
きた。
・環境美化推進事業において、花壇を整備することにより、つくばの景観をより豊かにし、魅
力あるまちづくりに寄与するとともに、市民の環境美化意識の向上とコミュニティの活性化が
図られた。
・つくばエクスプレス沿線まちづくり事業については、都市計画道路（市道）の整備に要する
費用の一部負担を行った結果、円滑な土地区画性事業の推進が図られた。
・管理不全な空き家等への行政指導等は遅滞なく実施し、地域の生活環境の悪化を防止した。
また、空き家無料相談会を開催し、空き家等の有効活用に貢献した。

今後の
課題

・景観緑地のあるまちづくり事業については、地上権設定契約率の向上が課題となっている。
・花と緑の美化活動事業については、参加する市民（団体）を増やしていく必要がある。
・空き家等の適正管理及び有効活用事業については、空き家等の有効活用施策の一環としてス
タートした「つくば市空家バンク制度」の登録物件数が少ない状況である。

改善目標

・地上権設定契約区画数を増やすため、管理組合と連携し、未同意区画の土地所有者の同意を
図る。
・花と緑の美化活動事業については、児童館、交流センター、市民窓口センター、保育所にお
いて、広報活動を積極的に行い、参加する市民（団体）を増やしていく。また、センター地区
の花壇活動では、活動が景観だけではなく、市民や市を訪れる人々に伝わるよう、市のＰＲに
つながるデザイン性を持った特徴ある花壇づくりに取り組む。
・「つくば市空家バンク制度」の登録物件数を増加させるために、啓発冊子の発行やシンポジ
ウムを開催する等、空家所有者及び市民の意識の涵養、理解の増進を図っていく。

自己評価（所管部署評価）

自己評価
記述

　景観形成事業や環境美化推進事業、つくばエクスプレス沿線まちづくり事業については、課
題もなく順調に成果を上げている。また、その他の事業においても課題はあるものの、概ね成
果を上げており、引き続き費用対効果等の向上に努めながら目的達成に向け施策を実施してい
く。
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